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日
本
に
お
け
る
本
源
的
蓄
積
期
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考
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|
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日
本
綿
業
の
資
本
形
成
を
中
心
と
し
て
1

1

関

)1頃

也

ま

え

ii' .. 

き

(1) 

維
新
論
と
本
源
的
蓄
積
期
の
位
置

明
治
維
新
士
、
封
建
制
か
ら
資
本
制
へ
の
全
構
造
的
な
変
革
過
程
と
み
る
こ
と
は
、
今
日
の
学
界
の
通
説
と
た
り
つ
つ
あ
る
が
、
そ

の
時
代
区
分
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
ち
ま
ち
干
あ
る
。
こ
と
に
、
キ
の
始
期
を
天
保
改
革
に
求
め
る
こ
と
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
が
、
終

期
に
つ
い
で
は
見
解
の
栢
異
が
大
き
い
。
た
と
え
ば
、
明
治
政
府
絶
対
王
政
論
を
と
る
人
々
の
う
ち
で
も
、
井
卜
清
氏
は
、
明
治
四

六
年
を
終
期
と
し
、
新
し
い
ブ
ル
ジ
ョ
ア
闘
争
ー
と
み
た
さ
わ
る
自
由
民
権
は
維
新
史
の
対
象
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
己
れ
に
た
い
し
て
、

堀
江
英
一
民
は
十
七
年
説
で
あ
り
、
自
由
民
権
を
通
じ
て
、
寄
生
地
主
制
を
基
礎
と
し
た
天
皇
制
絶
対
主
義
が
確
立
し
た
の
で
あ
り
、

と
れ
を
も
っ
て
維
新
史
の
終
期
と
さ
れ
る
。
堀
江
氏
の
場
合
に
は
、
事
実
上
は
明
治
前
期
主
維
新
史
の
う
ち
に
入
れ
て
は
い
る
が
、
本

格
的
な
本
源
的
蓄
積
期
と
し
て
は
考
え

b
れ
て
い
た
h
o
ま
た
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
権
論
を
と
る
労
農
派
の
場
合
に
は
、
産
業
革
命
に
連

ゅ
な
る
上
か

b
の
洋
式
技
術
導
入
と
資
金
創
出
の
み
が
重
視
さ
れ
で
、
モ
れ
が
活
躍
す
る
に
必
要
な
社
会
的
経
済
的
地
盤
を
開
拓
し
て
き



た
在
来
産
業
白
白
生
的
発
展
は
と
か
く
軽
視
さ
れ
が
ち
に
な
h
o
日
本
心
在
来
産
業
が
モ
の
ま
ま
で
産
業
革
命
に
連
な
る
も
の
で
な
い

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
産
業
革
命
り
展
開
に
必
要
な
本
源
的
蓄
積
の
進
肢
に
在
米
産
業
白
果
し
て
き
に
役
割
を
軽
観
す
る
ζ

と

は
で
さ
な
い
。
幕
落
体
制
下
に
は
充
分
注
目
生
的
発
展
を
と
げ
え
社
か
っ
た
在
米
産
業
が
、
明
治
前
期
に
は
、
と
も
か
く
も
成
熟
開
花

し
、
や
が
て
来
る
べ
き
産
業
革
命
の
た
め
の
肥
培
士
と
な
り
た
と
己
ろ
に
、
明
治
前
期
の
時
代
的
志
義
主
認
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
明
治
前
期
が
、
維
新
変
革
の
過
程
か
ら
直
接
に
結
果
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
し
た
が
っ

τ、

明
治
前
期
を
維
新
史
の
ど
こ
に
位
置
づ
り
る
か
は
、
維
新
そ
の
も
の
白
定
義
に
よ
ヮ
て
も
異
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
少
く

ιも
封
建
制
か

b
資
本
制
へ
の
構
造
的
変
革
の
過
程
と
し
て
明
治
維
新
主
規
定
す
る
た
ら
ば
、
本
源
的
蓄
積
期
と
し
て
の
明
治
前
期
を
正
し
く
評
価
せ

ず
に
諭
堂
進
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う

(2) 

糾
業
を
と
り
あ
げ
る
瑚
由

本
源
的
蓄
積
期
と
し
て
の
明
治
前
期
に
沿
け
る
資
本
形
成
の
一
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
己
己
で
は
綿
業
白
発
展
過
程
を
と
り
あ
げ
る

こ
と
と
し
た
。
こ
こ
で
納
業
を
と
り
あ
げ
た
理
由
白
主
な
も
の
は
、
次
の
三
点
か
ら
で
あ
る
の

ω綿
糸
紡
績
を
中
心
と
す
る
日
本
綿
業
は
、
わ
が
国
産
業
革
命
の
口
火
を
切
っ
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
資
本
主
義
発
展
白
一
某
軸
で

あ
る
こ
と
ω

M
W
綿
業
に
は
、
幕
落
体
制
以
来
の
在
来
技
術
に
よ
る
自
生
的
発
展
が
最
も
先
進
的
で
あ
り
、
外
国
貿
易
の
開
始
以
来
、
欧
水
資
本
主

義
と
の
刻
抗
関
係
が
最
も
鮮
明
且
つ
激
烈
に
現
わ
れ
て
い
る
こ
と

り
明
治
前
期
の
研
究
は
、
他
の
時
代
に
比
し
て
未
開
拓
の
分
野
が
多
い
が
、
綿
業
に
関
す
る
研
究
業
績
は
比
較
的
に
畳
官
で
あ
る
こ

と。

日
本
に
お
け
る
木
源
的
指
杭
胤
の
一
考
察

第
八
十
八
巻

第
三
号

7L 



日
本
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け
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滅
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期
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第
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十
八
巻

一
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回

第

号
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こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
心
研
究
業
績
を
見
直
し
亡
、
明
治
前
期
に
お
け
る
在
来
綿
業
白
役
割
主
正
し
く
評
価
し
、
モ
白
歴
史
的
意
義

を
た
し
か
め
よ
う
と
し
た
に
過
ぎ
ず
、
今
後
新
し
い
史
料
に
基
づ
く
広

w
実
証
研
究
を
進
め
る
た
め
の
出
発
点
に
し
た
い
の
で
あ
っ
て
、

明
治
前
期
の
資
本
形
成
が
綿
業
分
析
だ
け
で
充
分
と
い
う
の
で
は
決
し
て
な
い
。
な
お
、
本
源
的
蓄
積
期
の
考
察
に
は
、
資
本
形
成
と

と
も
に
小
生
産
者
農
民
層
の
分
解
と
賃
労
働
山
創
出
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
る

農
民
分
解
や
賃
労
働
の
創
出
を
前
提
し
つ
つ
、
ま
づ
資
本
形
成
に
焦
点
を
合
せ
て
み
た
も
白
で
あ
る
。

(1) 

堀
江
英
一
「
明
治
維
新
町
社
会
構
造
」
「
日
本
マ
=
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
論
」

踊
江
氏
の
見
解
で
は
、
絶
対
主
義
の
も
と
に
お
け
る
本
源
的
蓄
積
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
の
完
遂
す
る
本
調
的
蓄
積
は
、
本
質
的
に
も
類
型
的
に
も

異
な
る
と
い
う
。

川

w

相
問
、
加
藤
、
大
島
、
大
内

l
「
日
本
資
本
主
義
の
成
立
」

E
。

明
治
前
期
締
業
展
開
の
諸
条
件

幕
藩
体
制
白
解
体
と
地
租
改
正

明
治
維
新
に
よ
る
幕
藩
体
制
の
解
体
と
そ
れ
に
伴
う
封
建
的
諸
制
限
の
廃
止
は
、
在
来
綿
業
に
い
か
た
る
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う

(1) 

カミ。

一
般
に
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
封
建
的
諸
制
限
撤
廃
の
実
質
的
意
義
は
あ
ま
り
向
く
許
価
し
な
い
の
が
普
通
で
あ
っ

τ、

幕
末
期
の
既
成
事
実
を
法
的
に
確
認
し
た
に
過
ぎ
た
い
と
す
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
ド
か
ら
心
自
生
的
発
展
が
微
弱
た
た
め
に
空
文

に
終
っ
た
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
だ
が
、
当
時
の
綿
業
だ
け
に
限
っ

τみ
て
も
、
果
し

τ全
国
的
に
そ
う
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

綿
業
に
直
接
的
在
影
響
を
与
え
た
も
の
と
し
て
、
諸
藩
の
綿
業
奨
励
策
や
綿
株
仲
間
、
国
産
会
所
の
廃
止
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ζ



れ
ら
も
、
幕
藩
休
制
下
に
早
く
か
ら
自
生
的
危
発
展
を
と
げ
て
き
た
畿
内
先
進
地
で
は
、
既
成
事
実
の
確
認
に
過
ぎ
た
か
っ
た
で
あ
ろ

う
が
、
藩
の
保
護
に
依
存
し
て
の
び
て
き
た
後
進
地
約
業
は
存
立
の
基
慨
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
最
盛
期
に
は
年
間
五
百

万
反
を
だ
し
た
と
い
わ
れ
る
姫
路
木
綿
は
、
文
政
の
国
産
会
所
白
力
K
よ
り
大
阪
株
仲
間
を
と
ば
し
て
江
戸
と
の
直
接
取
引
の
で
き
た

こ
と
か
ら
発
展
し
た
が
、
維
新
後
は
国
産
会
所
が
廃
止
さ
れ
て
非
常
た
苦
境
に
お
ち
て
い
る
。
ま
た
、
藩
の
強
力
志
育
成
策
に
よ
り
始

っ
た
ば
か
り
の
鹿
児
島
綿
業
は
、
明
治
前
期
に
跡
方
も
友
く
消
え
失
せ

τ
い
く
。

幕
藩
体
制
下
回
株
仲
間
特
権
に
基
づ
く
商
品
流
通
網
は
、
維
新
白
変
革
で
編
成
替
を
強
制
さ
れ
、
中
央
市
場
た
る
大
阪
を
は
じ
め
、

諸
藩
地
方
市
場
に
お
い
て
も
株
仲
間
組
織
が
解
体
さ
れ
、
商
人
屈
の
交
替
も
烈
し
い
。
こ
う
し
た
流
通
組
織
の
散
変
の
な
か
で
在
来
産

業
の
自
由
競
争
と
淘
汰
が
進
み
、
瓦
に
自
生
的
な
発
展
刀
を
も
っ
た
も
心
の
み
が
成
長
し
て
い
く
乙
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
幕
落
体

制
の
解
体
H
U
封
建
的
制
限
白
撤
廃
が
綿
業
K
与
え
る
影
響
も
各
地
域
の
一
生
産
構
造
と
そ
の
発
展
度
に
よ
っ
て
一
様
で
は
友
〈
、
幕
落
体

制
と
の
矛
盾
が
進
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
ほ
ど
、
明
治
の
改
革
主
解
放
と
し
て
受
け
と
め
え
た
の
で
は
在
い
だ
ろ
う
か
。
最
近
¢
日
本
産

業
史
大
系
か
ら
各
地
の
約
業
状
況
を
比
較
検
討
し
て
み
る
と
、
幕
末
期
ま
で
に
マ
ニ
ュ
経
営
の
成
立
を
み
仕
の
は
、
畿
内
平
尾
凶
の
一

部
先
進
地
に
限
b
れ
、
全
国
的
に
は
ま
だ
約
替
問
屋
制
下
白
農
民
的
小
生
産
で
あ
り
、
三
河
木
綿
キ
河
内
木
綿
の
よ
う
に
、
約
作
農
家

白
手
紡
手
織
白
と
こ
ろ
も
少
く
な
い
。
そ
れ

b
が
外
綿
白
圧
迫
下
に
も
織
機
を
改
良
L
、
モ
れ
を
契
機
と
し
て
マ
ニ
ュ
経
常
干
資
本
制

的
家
内
労
働
に
発
展
す
る
の
は
明
治
初
年
の
一
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
幕
末
期
綿
業
の
研
究
に
は
、
河
内
木
仙
仰
を
主
た
刻
象
と
し
た
十
円

島
氏
の
前
貸
問
屋
制
へ
の
迫
転
論
と
泉
州
木
綿
を
扱
っ
た
中
村
哲
氏
ら
の
マ
ニ
ュ
発
展
論
が
あ
り
、
尾
西
の
縞
木
綿
に
つ
い
て
は
こ
っ

の
見
解
が
対
立
し
て
い
る
。
だ
が
肝
心
な
と
と
は
、
幕
末
綿
業
が
マ
ニ
ュ
段
階
と
言
え
る
か
否
か
と
い
う
乙
と
に
あ
る
白
で
は
在
く
て
、

幕
藩
休
制
と
い
か
な
る
矛
盾
を
生
じ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
己
の
意
味
で
幕
末
期
綿
業
の
特
質
は
、
必
ず
し
も
マ
ニ
二
段
階

日
本
に
お
け
る
木
源
的
都
世
捌
の
一
考
祭

第
八
十
八
巻

一
六
五

第
三
号



日
本
に
お
け
る
本
山
的
部
輯
朗
自
一
考
察

第
八
十
八
巻

」凶、一、、

-

」

/

l

〆

第

と
は
言
え
な
い
後
進
地
綿
業
陀
も
、
そ
の
自
生
的
発
展
が
進
む
に
つ
れ
て
法
統
制
と
の
矛
周
が
傑
ま
り
、
多
元
的
な
幕
藩
体
制
に
対
応

し
て
複
雑
な
利
害
関
係
を
は
ら
ん
で
い
た
と
い
え
よ
ろ
。
法
体
制
の
解
体
・
封
建
的
持
制
限
の
撤
廃
は
、
封
建
制
下
の
重
層
的
た
諸
矛

同
円
を
少
く
と
も
一
元
化
し
、
直
接
に
外
綿
の
圧
迫
に
さ

b
す
ζ

と
に
も
た
っ
て
、
本
格
的
た
マ
ニ
ュ
段
階
へ
の
分
解
が
全
国
的
に
促
進

さ
れ
る
。
か
く
て
、
吐
産
構
造
の
相
具
に
基
づ
く
綿
業
の
地
域
差
は
、
明
治
前
期
比
最
も
明
瞭
と
な
り
、
去
に
自
生
的
な
経
済
発
展
力

を
も
っ
一
も
白
が
生
き
の
こ
る
こ
と
に
在
る
。

こ
う
し
た
綿
業
の
淘
汰
は
、
各
地
域
の
純
作
農
業
の
推
移
に
も
大
き
い
影
響
を
与
え
る
。
大
阪
内
外
綿
商
社
の
調
t
ー
に
よ
る
と
、
維

新
前
の
繰
綿
産
額
は
三
千
七
百
万
斤
と
推
計
さ
れ
、
そ
白
一
一
一
十
問
%
が
五
畿
内
、
山
陽
道
一
一
十
六
%
、
東
海
道
十
九
%
、
こ
れ
で
全
国

繰
綿
産
額
白
八
割
以
上
を
し
め
て
い
た
が
、
維
新
後
に
は
漸
減
し
て
十
一
年
三
千
万
斤
、
そ
白
う
ち
で
も
、
五
識
内
、
山
陽
道
が
減
少

し
、
東
海
道
の
三
割
を
は
じ
め
、
東
山
、
南
海
な
ど
綿
作
後
進
地
の
比
率
が
高
ま
っ
て
い
る
。
己
う
し
た
繰
綿
産
額
は
、
明
治
十
年
産

品芹表
h
T

大
蔵
省
統
計
の
実
綿
産
額
八
千
万
斤
に
比
し
て
、
ど
こ
ま
で
信
頼
し
う
る
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
地
域
別
比
率
に
は
あ
ま
り
誤

差
が
な
い
の
で
地
域
性
主
比
較
す
る
一
資
料
と
は
な
る
で
あ
ろ
う
。
維
新
後
の
綿
作
は
全
般
的
に
衰
退
傾
向
に
は
あ
っ
た
が
、
」
例
年
に

は
ま
だ
そ
れ
程
顕
著
で
は
な
く
、
モ
の
う
ち
で
も
、
先
進
地
た
る
畿
内
や
山
陽
の
衰
退
が
め
だ
ち
、
東
海
を
は
じ
め
、
中
後
進
地
で
は

か
え
っ
て
相
対
的
比
重
が
高
ま
っ

τい
た
と
い
え
よ
う
。
明
治
前
期
の
綿
作
衰
退
は
、
表
二
の
物
価
指
数
変
遷
に
も
明

b
か
な
如
く
、

一
般
的
に
騰
貴
す
る
農
産
物
中
で
、
綿
花
価
格
の
み
は
下
落
が
大
き
く
、
米
作
の
三
、
四
倍
を
要
す
る
肥
料
(
魚
肥
)
価
格
は
暴
騰
し

た
と
H
う
市
場
関
係
に
支
配
さ
れ

τい
る
。
だ
が
川
モ
う
し
た
鉄
状
価
格
草
川
が
烈
し
く
な
る
の
は
明
治
七
、
八
年
頃
か
ら
で
あ
り
、
綿

作
転
換
は
地
租
改
正
当
時
の
一
般
的
な
農
作
状
況
や
農
民
分
解
な
ど

rよ
っ
て
も
左
右
さ
れ
る
。
か
く

τ、
市
場
関
係
に
上
る
全
般
的

な
綿
作
不
振
む
う
ち
に
も
転
換
の
地
域
品
売
が
助
長
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、

一
大
先
進
地
た
る
大
阪
府
で
は
、
早
く
か



ら
衰
退
傾
向
が
め
だ
っ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
近
郊
三
郡
た
る
西
成
、
東
成
、
住
吉
な
ど
で
は
蹴
菜
栽
培
へ
の
転
換
が
平
く
、
和
泉
の

玉
葱
導
入
屯
十
年
代
に
は
じ
ま
る
。
こ
れ
に
比
し
て
、
大
阪
周
辺
で
は
あ
る
が
、
小
農
民
の
手
紡
手
織
の
多
い
河
内
で
は
綿
作
転
換
も

遅
れ
、
明
治
末
期
白
大
阪
府
綿
産
額
の
大
半
は
河
内
に
残
ヲ
た
・
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
他
に
有
利
な
商
品
作
物
の
少
な
い
東
山
、
南
海
、

九
州
た
ど
の
農
業
後
進
地
で
は
、
明
治
十
年
代
の
納
作
焚
励
政
策
や
綿
織
の
地
方
普
及
に
と
も
た
つ
℃
、
己
の
時
代
に
な
っ
て
増
加
傾

向
主
示
す
と
こ
ろ
も
あ
る
。

最
後
に
、
地
租
改
正
は
綿
作
及
び
綿
織
に
ど
の
ト
で
つ
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
畿
内
な
と
綿
作
の
先
進
的
で
は
、
綿
作
向

の
畑
が
水
間
よ
り
も
高
地
何
に
在
っ
て
い
ろ
と
こ
ろ
も
奉
る
が
、
定
額
の
金
納
地
租
が
と
く
に
綿
作
に
障
害
と
な
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

問
題
は
地
租
改
正
に
工
る
一
向
率
の
地
租
負
担
が
最
民
層
の
分
解
を
促
進
し
、
そ
の
こ
と
が
綿
作
の
み
た
ら
ず
締
業
全
体
に
は
ね
か
え
ワ

て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
改
正
地
租
の
汗
迫
は
、
そ
白
後
の
烈
し
い
経
済
界
の
変
動
に
工
っ
て
小
農
民
の
没
落
に
拍
車
を
加
え
、
地
主
制

の
急
進
と
も
な
っ
た
が
、
す
ベ
イ
し
の
没
落
農
が
地
主
制
の
も
と
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
の
産
業
人
口
ば
、
明
治
初

年
に
は
か
在
り
増
加
し
た
が
、
十
年
代
後
半
に
は
減
少
に
転
じ
、
大
正
中
期
以
降
は
ほ
ぼ
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

大
阪
府
の
農
家
統
計
で
は
、
十
六
年
二
十
年
に
七
%
の
戸
数
減
少
を
一
ぶ
し
て
い
る
が
、

ζ

の
減
少
率
は
、
第
一
次
産
業
革
命
期
た
る

こ
十
四
三
十
年
の
一
O
%
に
次
い
で
大
さ
く
、
そ
の
後
の
資
本
主
義
発
展
期
に
も
乙
れ
程
の
大
き
い
減
少
率
を
吊
し
た
と
き
が
な
円
。

と
の
十
年
後
半
の
農
家
及
び
農
業
人
口
の
減
少
と
そ
、
産
業
革
命
期

r先
行
し
た
農
民
層
の
一
分
解
で
あ
り
、
こ
れ

b
の
離
農
者
は
生
業

を
求
め
て
都
市
周
辺
に
集
ま
る
。
明
治
二
十
一
年
の
大
阪
府
農
事
調
査
、
西
成
・
東
成
の
諸
郡
で
は
、

「
本
郡
貧
民
ノ
多
キ
ハ
、
官
ノ

救
助
ヲ
受
ク
ル
者
尤
予
多
キ
ヲ
見
テ
平
知
ラ
ル
ベ
シ
、

大
阪
市
中
繁
華
ノ
地
ハ
市
計
ノ
度
山
グ
、
随
テ
家
賃
等
そ
貴
キ
ヲ
以
テ
、

岡
市
ノ
貧
民
ハ
自
然
木
都
内
接
続
町
村
ニ
集
マ
ル
ブ
リ
、
故
一
一
郡
内
真
ニ
赤
貧
ト
称
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
多
ク
ハ
右
等
接
続
町
村
ニ
ア
リ
L

日
本
に
お
け
る
本
源
的
指
杭
期
円
一
考
察

第
八
十
八
巻

プミ
七

第

.T; 



日
本
に
お
け
る
本
源
的
諸
積
期
の
一
考
察

第
八
十
八
巻

〆、
i¥. 

第一一号

四

と
い
う
。
モ
し
て
、

「
中
等
以
下
ノ
小
作
人
ぺ
従
前
農
家
-
一
日
稼
ス
ル
者
多
カ
リ
ジ
ガ
、
近
時
大
阪
市
街
-
一
諸
工
場
起
り
、
其
賃
銀

農
耕
一
一
比
ス
レ
ハ
多
額
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
挙
テ
工
場
ノ
被
(
日
〕
雇
↑
一
赴
カ
ソ
ト
ス
ル
ノ
傾
キ
ア
リ
」
と
脱
農
化
の
進
展
を
指
摘
し
℃
い

る
。
こ
れ
は
大
阪
近
郊
の
状
況
で
あ
っ
て
、
こ
れ
士
直
ち
に
日
本
農
村
に
一
般
化
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
農
民
屑
の
分
解
と
脱

農
化
が
進
展
し
て
産
業
資
本
成
立
の
社
会
的
基
盤
留
し
だ
い
に
成
熟
さ
せ
づ
つ
あ
づ
た
こ
と
は
い
え
よ
う
。
地
租
改

E
は
そ
う
し
た
農

民
分
解
進
展
の
一
つ
の
テ
コ
と
な
っ
た
も
の
と
し
亡
注
日
す
ベ
さ
で
あ
ろ
う
。
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一

一

占

一

一

年

明

一

(2) 

外
国
貿
易
の
影
響

外
閏
貿
易
が
明
治
前
期
の
在
来
産
業
に
強
烈
た
影
響
を
与
え
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
モ
の
影
響
白
方
向
と
度
合
は
産
業

に
よ
っ
て
も
異
な
る
。
外
国
貿
易
に
よ
り
促
進
的
な
刺
戟
を
う
け

た
の
は
生
糸
や
茶
で
あ
り
、
輸
入
商
品
と
競
合
寸
る
在
来
綿
業
は

最
も
強
抑
圧
迫
を
う
け
る
。
明
治
初
午
以
来
の
綿
関
係
輸
入
品
の

状
況
は
表
一
白
通
で
あ
る
。
綿
関
係
品
白
輸
入
額
は
総
輸
入
一
日
の

了
凹

O
%を
占
め
、
モ
の
う
ち
で
も
初
作
か
ら
十
年
頃
ま
で
は

綿
織
物
の
輸
入
額
が
最
も
多
く
、
綿
糸
が
己
れ
に
つ
ぎ
、
綿
花
輪

入
は
き
わ
め

τ小
さ
い
。
十
年
頃
か
ら
綿
糸
輸
入
が
増
大
し
て
織

物
と
綿
糸
心
輸
入
額
が
逆
転
し
て
い
る
が
、
原
綿
輸
入
は
な
沿
小

古
〈
、
国
内
の
納
産
鮪
に
比
較
す
れ
ば
問
題
に
た

b
な
い
程
度
で



あ
る
。
原
綿
輸
入
が
増
加
し
て
内
綿
を
圧
倒
す
る
よ
う
に
な
る
む
は
二
十
年
代
後
半
か
ら
で
あ
る
ω

己
む
よ
う
な
輸
入
状
況
の
変
化
は
、

単
な
る
外
圧
の
変
化
で
は
な
く
て
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
内
部
構
造
白
変
化
に
基
い
て
い
る
。
外
国
貿
易
の
開
始
に
よ
っ
て
主
づ
打
撃
を

う
け
た
の
は
織
物
業
で
あ
る
が
、
織
物
業
は
十
年
頃
か
ら
輸
入
綿
糸
白
使
用
に
よ
っ
て
外
綿
布
に
対
抗
す
る
途
主
え
ら
び
、
そ
の
た
め

に
綿
糸
輸
入
が
増
加
し
た
c

さ
LJ
に
、
二
十
年
代
に
は
、
機
械
紡
績
業
が
発
展
し
て
輸
入
綿
花
に
よ
っ
て
輸
入
綿
糸

r対
抗
す
る
こ
と

と
な

p
、
綿
糸
輸
出
に
も
転
じ
て
い
〈
。
か
く
て
、
外
国
貿
易
は
わ
が
国
在
来
綿
業
を
外
か
ら
圧
迫
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
て
、

そ
の
生
産
構
造
を
変
化
さ
せ
、
資
本
形
成
白
方
向
主
規
定
す
る
一
づ
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
え
な
い
。

団
刊
綿
業
資
本
の
市
場
的
条
件

明
治
初
期
の
不
換
紙
幣
の
濫
発
品
、
幣
制
改
革
が
、
当
時
の
物
価
及
び
賃
銀
広
大
き
い
動
揺
を
ひ
空
起
し
、
各
種
白
産
業
が
そ
の
た
め

に
烈
し
〈
浮
沈
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
述
べ
る
ま
で
も
左
い
が
、
そ
の
う
ち
で
も
綿
業
に
は
綿
業
の
特
殊
事
情
が
鋭
く
反
映
し
て
い
る
。

明
治
初
期
の
物
価
指
数
及
び
賃
銀
指
数
を
み
る
と
、
表
二
、
で
あ
る
。
物
価
が
一
般
的
に
騰
貴
し
て
い
る
中
に
、
綿
関
係
物
価
だ
け
が

著
し
く
下
落
し
、
己
と
に
繰
称
価
格
の
下
落
は
十
年
頃
か
ら
顕
著
と
な
り
、
主
要
農
産
た
る
米
価
に
比
し
て
も
そ
の
伺
異
が
明
瞭
と
な

っ
て
い
る
。
綿
織
物
も
低
下
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
十
年
代
後
半
か
ら
は
げ
し
く
な
る
。
こ
う
し
た
綿
関
係
物
価
白
下
落
が
、
外
綿

輸
入
の
増
加
と
在
来
約
業
心
対
応
関
係
に
よ
る
結
果
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
市
場
変
動
が
在
来
綿
業
に
烈
し
い
分
解
を
強
制
す

る
こ
と
に
な
る
。
賃
銀
指
数
か

b
約
業
関
係
を
み
る
と
、
農
家
の
手
紡
手
織
に
結
び
つ
い
て
発
達
し
て
き
た
専
門
職
た
る
綿
打
職
は
、

初
年
ま
で
は
大
工
に
次
ぐ
男
子
専
門
職
と
し
て
一
般
土
工
賃
よ
り
遥
か
忙
高
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
十
年
頃
か
ら
下
落
傾
向
が
烈
し

く
な
り
、
十
年
代
後
半
に
な
る
と
決
定
的
左
斜
陽
職
業
と
な
る
。
己
れ
に
比
し
て
、
織
布
工
賃
銀

I
i尤
も
こ
れ
は
綿
織
に
限
ら
た
い

が
ー
ー
は
、
婦
女
、
幼
少
年
労
働
を
基
準
と
し

τ
一
般
土
工
の
約
半
額
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
十
年
代
前
半
ま
で
は
一
般
質
銀
よ
り
も

日
木
に
お
け
る
本
源
的
部
世
期
の
一
考
察

第
八
十
人
巻

ノ、
九

第

号

五



表 2

明治前期の物価及び賃銀指数表
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一
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万
I
l
-
-
U
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品

川

品

川

品

川

品
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叫
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お

お
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民

一

紙

発

一

預

貸

針

捜

総統済臨本門口

年代lZJ1諒
明治 6 2 241 

7 4 343 

日 4 345 

9 5 235 

10 261 2298 

11 951 3359 

12 151 4061 

13 151 43041 

14 148 4388 

15 143 4420 

16 141 4438 

17 14日 4453 

18 139 4445 

19 136 4441 

20 136 4583 

21 135 4687 

22 134 4768 

i11!日
上
昇
率
が
向
く
、
十
年
代
後
半
K
H
た
っ

て
一
般
質
銀
を
下
ま
わ
る
よ
う
に
在
る
。

己
、
つ
し
た
綿
業
関
係
の
物
価
及
び
賃
銀
の

推
移
は
、
一
般
的
た
物
価
及
び
賃
銀
の
変

動
に
左
右
さ
れ
る
と
と
も
に
綿
業
自
体
の

対
応
結
果
を
も
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

近
代
的
企
業
成
立
の
金
融
的
条
件
と
し

て
綿
業
に
も
大
き
い
関
係
り
あ
る
の
は
、

明
治
前
期
に
お
け
る
国
立
銀
行
白
資
金
創

出
と
金
利
引
下
で
あ
る
。
明
治
六
年
比
始

ま
る
国
立
銀
行
の
創
設
が
、
民
間
資
金
主

活
用
し

τ幣
制
の
整
理
を
祝
っ
た
も
の
で

明
治
前
期
白
金
融
状
況
を
み
る
と
、
表
三
で
あ
る
。
十
年
頃
か
ら
銀
行
数
、
払
込
金
、
銀
行
券
発
行
高
が
と
も
K
急
激
に
増
加
し
、
貸

あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
と
ろ
で
あ
る
が
、

出
金
額
は
激
増
し

τ預
金
の
三
・
四
倍
に
も
な
る
が
、
預
金
は
そ
れ
程
に
増
加
し
て
同
な
い
。
か
く
て
、
国
立
銀
行
に
よ
る
資
金
の
創

出
M
A
び
撒
布
が
十
年
頃
か
ら
急
速
に
進
展
し
て
十
年
代
の
イ

γ
フ
レ
を
生
じ
た
と
い
え
よ
う
。

日
本
に
お
け
る
木
源
的
帯
植
期
の
一
考
察

明
治
初
年
の
金
利
が
き
わ
め
て
向
く
、
そ
れ
が
産
業
投
資
自
重
大
な
障
害
と
在
っ
て
い
る
こ
と
は
当
時
の
識
者
が
既
に
指
摘
し
て
い

七

第
八
十
八
巻

b 

第

号



日
本
に
お
け
る
本
源
的
苔
積
期
の
一
考
察

第
八
寸
八
巻

七

第

号

ノ、

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
十
三
年
前
後
の
変
動
期
を
経
て
、
十
年
代
後
半
に
は
急
に
下
落
し
は
じ
め
、
一
十
年
代
に
は
一
応
心
安
定
状
態

に
入
る
。
か
く
て
、
十
年
代
か
ら
進
展
し
は
じ
め
た
資
金
創
出
と
金
利
低
下
が
相
互
に
関
連
し
あ
い
つ
つ
、
産
業
投
資
の
活
動
を
容
易

関
係
の
投
資
展
開
に
も
大
主
〈
作
用
し
て
い
円
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

に
し
、
商
業
高
利
貸
資
本
を
も
産
業
資
本
に
転
化
さ
せ
て
い
く
一
条
件
が
成
熟
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
左
く
、
こ
れ
が
綿
業

右
の
外
、
紡
績
業
と
な
ら
ん
で
近
代
化
の
早
い
と
い
わ
れ
る
鉄
道
・
汽
船
な
ど
運
輸
機
関
の
開
発
キ
通
信
施
設
白
整
備
も
は
ど
も
国
内

市
場
を
統
一
し
て
近
代
的
企
業
を
成
立
せ
し
め
る
基
礎
的
条
件
で
あ
る
が
、
こ
と
で
は
紙
数
の
都
合
上
省
略
し
て
お
く
。

要
す
る
に
、
幕
落
体
制
か
ら
解
放
吉
れ
た
在
来
綿
業
は
、
先
進
資
本
主
義
国
の
大
工
業
商
品
た
る
外
綿
に
圧
迫
さ
れ
た
が
ら
も
国
内

十
年
代
後
半
に
H
た
っ
て
漸
く
成
熟
し
て
さ
た
も
白
で
あ
り
、
在
来
綿
業
は
こ
う

市
場
主
開
拓
し
て
転
生
の
途
を
求
め
て
い
く
。
そ
う
し
た
在
来
綿
業
を
産
業
資
本
と
し
て
成
長
さ
せ
る
国
内
の
市
場
的
基
盤
は
、
明
治

し
た
市
場
的
基
盤
の
一
上
で
決
定
的
た
整
理
淘
汰
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
も
仏
る
。

日
本
産
業
史
大
系
近
畿
篇
「
艇
路
木
綿
」

A
、
大
日
本
綿
糸
札
結
同
業
辿
合
会
連
合
紡
結
月
報
H
、
〔
明
二
三
、
六
)

B
、
大
蔵
省
記
担
局
貿
易
備
考
第
一
出
席
(
日
本
紡
績
業
と
原
棉
問
題
研
究

統
一
)

ω
「
間
内
木
綿
の
研
究
」
武
郎
普
人
著

ω
「
明
治
中
期
に
お
け
る
最
民
捕
の
分
解
l
大
阪
府
の
場
合
l
」
京
大
人
文
学
朝
日
、

中
村
哲

)
 -

(
 

)
 

2
 

(
 

名
平祖
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綿
業
資
本
の
発
展
形
態

(1) 

綿
業
資
本
発
展
の
問
題
点

綿
業
に
対
す
る
政
府
の
捕
産
政
策
と
在
来
綿
業
と
の
矛
盾
点
を
解
明
し
た
研
究
に
、
尾
城
氏
の
「
明
治
初
年
に
お
け
る
殖
産
政
策
と

在
来
産
業
」
が
あ
る
。
己
れ
に
上
る
と
、
先
進
資
本
主
義
国

ω大
ド
ム
業
商
品
に
対
抗
す
る
た
め
に
上
か
b
推
進
し
た
大
工
業
と
、
下
か

ら
の
資
本
主
義
た
る
小
営
業
段
階
の
在
来
綿
業
と
は
構
造
的
な
対
抗
関
係
に
あ
り
、
結
局
は
大
工
業
が
在
来
綿
業
を
圧
倒
す
る
の
で
は

あ
る
が
、
紡
績
業
と
織
布
業
と
で
は
異
た
っ
た
展
開
を
し
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
動
績
業
で
は
、
ガ
ヲ
紡

ω
よ
う
に
部
分
的
に
は
マ

ニ
ュ
へ
の
発
展
傾
向
を
一
市
す
も
の
も
あ
る
が
大
局
的
に
は
上
か
ら
の
大
工
業
に
完
全
に
駆
逐
さ
れ
て
い
く
の
に
比
し
て
、
織
物
業
の
場

合
に
は
、
輸
入
綿
糸
を
媒
介
と
し
て
自
主
的
左
近
代
化
白
可
能
性
を
生
み
だ
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
機
物
業
の
生
産
段
階
白
一
一
両
さ
を
示

す
と
hv
え
よ
う
。
だ
が
、
こ
れ
も
二
十
年
代
の
大
紡
績
業
白
確
立
と
共
に
、
生
産
段
階
の
(
ゲ
モ
ニ

l
は
新
興
の
大
資
本
に
移

U
、
在

来
産
業
は
「
残
存
の
た
め
白
闘
い
」
を
す
る
に
過
ぎ
た
く
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

己
の
併
究
は
、
明
治
初
期
白
在
来
綿
業
が
上
か
ら
一
の
資
本
主
義
化
に
対
抗
し
た
意
義
主
高
く
評
価
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

当
時
の
小
営
業
段
階
説
や
二
段
階
同
時
滑
り
込
み
諭
に
と

b
わ
れ
て
、
マ
ニ
ュ
段
階
心
歴
史
的
意
義
が
明
確
で
な
く
、
産
業
資
本
成
立

の
二
つ
の
コ

1
ス
が
、

「
上
か
ら
」
と
「
下
か
ら
」
に
治
き
か
え
ら
れ
て
、
卜
か
ら
の
上
昇
発
展
の
み
を
無
涯
に
重
視
す
る
結
果
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
u

本
稿
で
は
同
一
氏
自
研
究
成
果
に
し
た
が
い
つ
づ
、
右
の
点
に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
直
し
て
み
た
い
。

(2) 

綿
織
資
本
の
成
長

既
に
述
べ
た
如
く
、
明
治
初
期
の
外
綿
の
民
迫
は
、
直
接
的
K
は
綿
糸
よ
り
も
綿
織
物
に
強
く
、
己
と
に
輸
入
綿
製
品
の
大
宗
た
る

日
本
に
お
け
る
本
源
的
蔀
積
期
の
一
考
察

第
八
十
八
巻

七

第

号

九



日
本
に
お
け
る
本
側
的
諮
積
湖
町
一
考
察

第
λ
十
八
巻

4じ
匝3

第

号

O 

白
金
巾
と
直
接
に
競
合
す
る
白
木
綿
は
最
も
強
烈
た
競
争
関
係
に
立
た
さ
れ
る
。
と
こ
る
が
、
こ
り
市
場
関
係
に
対
応
す
る
白
木
綿
の

生
産
構
造
に
は
、
桶
作
農
家
の
手
紡
手
織
平
綿
替
制
に
よ
る
問
屋
制
家
内
工
業
が
多
く
、
そ
の
技
術
も
下
機
・
地
機
な
ど
と
呼
ば
れ
る

低
位
た
織
機
を
使
用
す
る
農
家
婦
女
の
余
業
で
あ
っ
た
。
泉
州
で
は
白
木
綿
に
つ
い
て
も
相
当
に
早
く
か

b
出
機
・
内
機
に
よ
る
資
本

制
的
家
内
労
働
ギ
マ
ニ
斗
的
経
常
が
み
b
れ
た
よ
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
例
外
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
低
伎
の
在
来
白
木
綿
が

外
綿
の
辻
辿
陀
抵
抗
す
る
に
は
、
…
版
価
友
洋
糸
を
原
糸
と
し
て
採
用
す
る
か
、
比
較
的
に
圧
迫
の
少
い
縞
・
緋
や
撚
糸
な
ど
の
特
殊
技

術
に
逃
げ
る
の
外
に
途
は
志
い
。
小
巾
日
半
唐
白
木
綿
と
し
て
知
b
れ
る
和
呆
木
綿
の
場
合
位
、
前
者
の
場
合
で
あ
り
、
モ

ω織
機
も

十
年
頃
に
は
卜
機
か
ら
改
良
さ
れ
た
チ
ョ

Y

コ
機
に
代
り
、
二
十
年
代
に
は
さ
ら
に
太
鼓
機
の
普
及
を
契
機
に
出
機
制
が
完
成
す
る
。

知
多
、
遠
州
の
白
木
綿
も
洋
糸
切
換
え
が
早
く
、
十
年
代
目
バ
ッ
タ
Y
織
機
白
導
入
と
と
も
に
出
機
制
が
広
汎
に
展
開
す
る
。
長
州
柳

井
で
は
白
木
綿
か
b
縞
木
綿
に
移
り
、
縞
木
綿
改
良
の
た
め
に
伊
予
式
問
機
が
普
及
し
、
モ
れ
を
契
機
に
内
機
出
機
が
生
じ
る
c

長
州

の
う
ち
で
も
白
木
綿
の
ま
ま
に
止
っ
て
い
る
山
口
、
小
郡
の
綿
業
は
、
明
治
初
期
に
早
く
も
滅
亡
し
て
い
く
。
播
州
で
は
姫
路
白
白
木

綿
が
激
減
し
て
嬬
州
縞
が
繁
栄
す
る
。
何
れ
に
も
転
じ
え
な
い
で
約
替
問
屋
制
下
の
農
民
的
た

T
紡
手
織
の
ま
ま
に
止
ま
っ
て
い
た
北

陸
の
新
川
木
綿
や
関
東
の
真
凶
木
紛
は
十
年
頃
を
境
に
亡
び
て
い
く
。
か
く
て
、
白
木
綿
の
転
換
の
場
合
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、

農
民
的
な
手
紡
手
織
が
分
解
し
て
紡
糸
と
織
布
白
過
程
心
社
会
的
な
分
叫
聞
が
徹
底
し
て
い
る
こ
と
、
織
機
の
改
良
を
契
機
と
し
て
資
本

制
的
家
内
労
働
宅
資
本
家
的
マ
一
二
経
常
が
一
般
化
す
る
こ
と
。
織
機
改
良
心
口
火
を
切
る
の
は
、
近
世
後
期
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
農

村
の
直
接
生
産
者
で
は
な
く
て
、
減
昼
、
仲
買
、
問
屋
な
ど
に
多
い
こ
と
等
で
あ
る
。

縞
、
緋
、
撚
糸
な
ど
は
、
白
木
綿
よ
り
も
遅
れ
て
幕
末
期
か
ら
発
達
し
た
場
合
が
多
い
が
、
モ
の
技
術
的
必
要
上
、
早
く
か
ら
紡
糸

と
撒
布
の
過
程
が
社
会
的
に
分
離
さ
れ
、
尾
山
な
ど
の
先
進
地
で
は
前
貸
問
屋
、
織
屋
、
質
稼
居
心
階
層
体
系
が
早
く
か

b
進
み
、
機



屋
む
マ
ニ
ュ
的
経
営
も
成
立
し
て
い
士
。
柳
井
親
日
場
合
に
も
、
明
治
初
年
に
は
太
物
問
屋
、
織
屋
仲
買
、
賃
核
層
白
区
別
は
で
き
る

が
、
問
屋
の
前
貸
的
支
配
は
弱
〈
、
級
屋
は
原
糸
の
購
入
、
整
経
、
染
色
を
行
っ
て
験
布
農
家
に
配
布
し
、

ζ

れ
を
回
収
し
て
制
付
そ

の
他
の
仕
上
主
施
し
て
売
り
出
す
。
そ
し
で
、
そ
む
傍
b
に
は
小
生
産
者
の
製
品
の
仲
買
も
か
ね
て
い
た
。

こ
う
し
た
縞
木
綿
の
生
産
構
造
は
、
十
年
前
後
心
経
済
変
動
に
ど
白
よ
う
に
対
応
し
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
柳
井
縞
の
場
合
を
一
例

と
し
て
考
え
て
み
よ
う
。

マニ
L

的
経
営
に
進
み
つ
つ
あ
っ
た
在
方
織
屋
は
、
明
治
初
年
に
絹
糸
令
経
糸
と
す
る
「
糸
入
縞
L

を
作
り
、
さ
ら
に
絹
糸
の
代
り

に
英
国
製
中
細
糸
を
採
用
し
て
「
唐
糸
派
」
と
呼
ば
れ
、
伝
統
の
手
紡
手
織
を
守
ら
壮
ょ
う
と
す
る
太
物
問
屋
と
対
立
し
た
。
唐
糸
派

の
な
か
に
は
、
洋
糸
を
採
用
す
る
だ
け
で
は
た
く
て
、
代
用
染
料
を
使
用
し
て
正
紺
染
以
外
の
各
種
の
縞
を
も
作
り
だ
し
売
が
、
染
色

技
術
が
拙
劣
な
た
め
に
粗
製
滋
造

ω
一
光
凶
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
し
か
し
、
西
南
役
後
の
ブ

1
ム
期
に
あ
ら
わ
れ
た
粗
製
常
造
は
、
必

ず
し
も
洋
糸
と
代
用
染
料
の
使
用
の
み
に
よ
る
の
で
は
左
く
て
、
同
展
仲
買
の
買
漁
り
一
日
た
め
に
尺
不
足
の
日
同
士
で
集
荷
L
た
問
屋
制

組
織
の
欠
陥
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
県
で
は
こ
う
し
た
粗
製
洗
造
を
禁
ず
る
た
め
に
「
柳
糸
材
」
と
い
う
木
物
商
問
体
を
組
織
さ
吐
、

各
村
戸
長
を
動
員
し
て
丈
巾
取
締
を
委
任
し
、
農
村
婦
女
の
取
締
は
で
き
た
が
、
問
屋
白
身
の
前
掛
地
切
取
が
流
行
し
た
た
め
に
、
実

際
に
市
場
に
出
る
反
勅
は
二
丈
八
尺
拐
定
が
二
丈
凹
尺
し
か
な
い
有
様
で
あ
っ
た
と
い
う
。
柳
井
で
織
機
が
肢
機
か
ら
伊
予
式
高
機
に

か
わ
る
の
は
、
明
治
十
四
、
五
年
頃
の
「
筋
二
子
縞
」
の
生
産
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
は
岩
国
白
問
屋
が
農
村
婦
女
を
指
導
し
て
は
じ
め

た
も
白
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
織
機
改
良
を
契
機
と
し
て
出
機
、
内
機
の
マ
ニ
ュ
経
営
が
確
立
し
、
十
年
代
末
に
は
間
業
組
合
を
組

織
し
、
三
十
年
代
に
工
場
制
工
業
に
転
ず
る
。
こ
う
し
た
同
業
組
合
白
先
頭
を
き
る
指
導
層
に
は
、
か
つ
て
唐
糸
派
と
呼
ば
れ
た
在
方

織
屋
キ
仲
買
の
多
い
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

日
本
に
け
る
お
本
源
的
北
川
積
期
の
一
考
察

第
八
卜
人
巻

じ
'h 

第

号



日
本
に
お
け
る
本
源
的
蓄
積
期
四
一
考
察

第
八
十
八
巻

4己
/、

第

り

姫
路
木
綿
に
代
っ
て
成
長
し
た
播
州
縞
や
土
族
授
産
に
支
え
ら
れ
て
発
展
し
た
久
留
米
紛
の
場
合
に
も
、
十
年
前
後
に
は
洋
糸
と
代

用
染
料
で
声
価
を
落
し
た
が
、
十
年
代
後
半
か
ら
出
機
、
内
機
の
マ
ニ
ュ
経
常
が
確
立
し
て
発
展
す
る
u

己
れ
に
比
し
て
、
森
藩
体
制

下
に
早
く
か
ら
先
進
地
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
河
内
の
楠
木
綿
は
問
屋
制
的
小
生
産
の
ま
ま
で
衰
退
し
て
い
く
。
大
阪
府
農
事
調
査
、

河
内
国
若
江
郡
の
一
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

「
郡
内
曙
川
村
ハ
縞
木
綿
織
ヲ
以
テ
余
業
ト
ジ
、
男
女
共
十
分
ノ
八
ハ
之
ュ
従
事
ス
、
其
原
料
ハ
若
江
村
近
傍
一
一
テ
製
出
セ
ル
干
紡

糸
ヲ
経
糸
ト
シ
、
自
家
子
紡
ノ
糸
ブ
緯
糸
ニ
用
イ
織
民
γ
、
以
テ
大
阪
京
都
其
他
北
園
地
方
へ
販
充
セ

γ
カ
明
治
十
年
以
来
舶
来
器
械

糸
ヲ
経
糸
ト
ス
ル
事
ノ
一
般
-
一
流
行
シ
タ
ル
ト
粗
悪
ノ
染
料
ヲ
用
ヒ
タ
ル
ト
エ
ヨ
リ
乍
チ
其
声
価
ヲ
墜
γ
販
路
閉
塞
セ
リ
、
蕊
ニ
於
テ

明
治
十
六
年
問
屋
仲
買
ノ
者
申
合
規
約
ヲ
設
ケ
テ
之
カ
改
良
ヲ
計
リ
シ
毛
近
時
逐
年
各
地
一
一
織
物
業
隆
興
セ
ル
ヲ
以
テ
乙
カ
タ
メ
ニ
圧

倒
セ
ラ
レ
、
現
時
縞
木
綿
ヲ
製
ス
ル
モ
ノ
村
内
僅
一
一
十
中
ノ
三
分
ニ
過
ギ
ズ
・

」
と
い
う
。

洋
糸
と
代
用
染
料
で
声
価
を
落
し
た
こ
と
は
何
処
も
同
様
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
生
産
改
良
が
問
題
の
分
岐
点
で
あ
り
、
問
屋
の
寄

生
的
件
格
の
強
い
と
こ
ろ
で
は
、
生
産
改
良
の
責
任
を
小
生
産
者
k
b
し
つ
け
て
墓
穴
を
期
る
こ
と
と
た
り
、
織
屋
的
性
格
の
強
hv
場

合
に
は
農
村
婦
女
主
指
導
し
て
白
b
生
産
改
良
に
乗
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
大
き
い
資
本
家
的
マ
ニ
ュ
経
営
が
形

成
さ
れ
る
に
い
た
る
。
勿
論
そ
の
場
合
に
も
外
業
部
と
し
て
数
多
の
小
生
産
者
を
従
属
さ
せ
て
W
る
も
の
で
は
あ
る
が
。

要
す
る
に
、
在
来
の
綿
織
資
本
は
、
外
来
白
紡
績
糸
を
採
用
す
る
と
と
に
よ
っ

τ、
手
紡
手
搬
の
農
民
的
小
生
産
白
分
解
を
進
め
、

そ
れ
を
契
機
と
し
て
大
き
い
資
本
家
的
マ
ニ
ェ
ヤ
資
本
制
的
家
内
労
働
に
成
長
し
た
。
モ
し
て
そ
の
こ
と
が
機
械
紡
績
糸
の
需
要
を
増

加
し
、
紡
績
資
本
成
?
の
市
場
的
条
件
を
成
熟
さ
せ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
久
留
米
緋
白
よ
う
に
数
百
名
の
出
機
職
工
を
も
っ

大
マ
ニ
ュ
の
場
合
に
は
、
自
ら
の
紡
糸
需
要
を
み
た
す
た
め
に
紡
績
会
社
を
も
設
立
し
て
い
れ
o

か
く
て
、
綿
織
業
白
体
の
工
場
制
工



業
へ
白
転
化
は
お
そ
い
に
し
て
も
、
日
本
最
初
白
山
性
業
革
命
た
る
大
紡
績
会
社
成
立
白
社
会
的
基
韓
を
作
っ
た
と
こ
ろ
に
綿
織
マ
ニ

L

の
役
割
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
マ
ニ
ュ
資
本
の
成
立
は
、
下
か
ら
の
資
本
主
義
化
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
系

譜
は
必
ず
し
も
農
民
的
小
生
産
者
が
上
昇
し
た
も
の
で
は
友
く
て
、
織
屋
、
仲
買
、
問
屋
在
ど
種
々
で
あ
り
、
モ
白
指
導
者
に
も
士
族
、

地
主
、
商
人
、
職
人
と
雑
多
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
下
か
ら
」
と
は
い
っ
て
も
、
政
府
権
力
に
よ
る
直
接
的
保

護
は
あ
ま
り
う
け
て
い
た
い
と

w
う
己
と
だ
け
で
あ
っ
て
、
資
木
の
木
質
的
性
格
に
根
本
的
社
相
異
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
友
い
。

(3) 

紡
績
資
本
の
形
成

「
糸
紡
ぎ
」
が
農
家
副
業
と
し
て
社
会
的
に
分
離
し
た
の
は
相
当
陀
古
〈
、
紀
州
総
、
淡
路
紹
な
ど
は
自
作
D
桶
を
手
紡
し
て
売
出

し
た
問
屋
制
家
内
工
業
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
と
れ
は
主
と
し
て
縞
や
緋
の
経
糸
に
使
用
さ
れ
た
も
の
一
で
あ
り
、
白
木
綿
の
多
い
幕
藩

体
制
下
の
綿
業
に
は
、
綿
替
制
下
の
手
紡
手
織
が
多
か
っ
た
。
明
治
十
年
頃
に
は
こ
の
紡
糸
と
織
布
が
分
離
さ
れ
て
、
低
廉
良
質
芯
機

械
紡
績
品
川
の
輸
入
が
し
だ
い
に
増
加
し
て
く
る
が
、
在
来
の
農
民
的
小
生
産
に
よ
る
手
紡
糸
は
と
れ
に
対
抗
し
て
い
け
左
い
。
当
時
の

織
布
業
者
に
と
っ
て
は
、
手
紡
糸
に
比
し
て
必
ず
し
も
洋
糸
を
歓
迎
し
た
わ
け
で
は
左
く
、
む
し
ろ
染
色
容
易
で
堅
牢
な
手
紡
糸
の
方

が
好
ま
し
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
洋
糸
の
採
用
が
多
〈
な
っ
た
の
は
、
洋
糸
臼
値
段
が
比
較
に
在
ら
ぬ
程
安
か
っ
た
か

b
で

あ
る
ィ
例
え
ば
明
治
七
年
白
輸
入
綿
糸
は
百
斤
二
十
九
円
余
に
対
し
て
、
地
総
は
四
十
二
円
余
で
あ
っ
て
、
価
格
の
点
で
は
競
争
に
在

ら
な
い
。
こ
う
し
た
洋
糸

r対
抗
し
う
る
機
械
紡
績
を
興
す
己
と
が
十
年
代
の
朝
野
の
関
心
事
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
伴
式
紡
機
の
翠

入
と
和
製
器
械
の
発
明
の
二
つ
の
コ

I

ス
が
あ
っ
た
ア
し
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

洋
式
紡
績
の
先
駆
は
、
鹿
児
島
藩
白
鹿
児
島
紡
績
所
と
堺
紡
績
所
へ
明
治
三
年
)
で
あ
b
、
民
営
止
し

τは
明
治
石
年
の
鹿
島
紡
績

所
で
あ
る
が
、
十
二
、
三
年
頃
に
な
っ
て
も
企
業
と
し
て
は
、
ま
だ
軌
道
に
乗
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
比
し
て
、
ま
づ
一
発
展
し
た
の
は

日
本
に
お
け
る
本
源
的
諸
杭
期
り
一
考
笹
山

第
八
十
八
巻

七
七;

第
三
号



日
本
に
お
け
る
本
源
的
指
斬
捌
の
一
考
察

笥
八
十
凡
巻

七
ノ1、

昂
=
号

日当

和
製
栂
械
取
の
ガ
ラ
紡
で
あ
り
、
十
二
年
頃
に
は
水
車
逆
転
に
も
成
功
す
る
。
ガ
ラ
紡
器
は
構
造
簡
単
で
小
資
本
に
も
採
用
し
う
る
ば

か
り
で
む
〈
て
、
当
時
の
織
布
家
の
好
み
に
あ
っ
た
染
色
容
易
な
木
糸
で
あ
れ

J

、
し
か
も
千
紡
の
地
総
よ
り
は
相
当
に
安
く
生
産
で
さ

た
。
た
だ
糸
質
が
あ
ま
り
丈
夫
で
な
く
、
経
糸
使
用
に
向
か
な
か
っ
た
の
が
欠
点
で
あ
る
。
カ
ラ
勧
器
は
十
年
の
内
国
博
臣
会
で
知
ら

れ
て
以
来
、
ま
た
た
く
問
に
普
及
し
、
集
合
工
場
制
と
呼
ば
れ
る
小
却
模
た
マ
ニ
ュ
が
ガ
ラ
紡
発
打
の
地
愛
知
県
を
は
じ
め
、
東
京
府
、

出
世
州
た
ど
各
地
に
族
同
し
た
。
こ
の
ガ
ラ
動
糸
は

f
紡
糸
と
と
も
に
輸
入
綿
糸
に
対
抗
し
た
乙
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
糸
質
か

b
み

て
も
詳
糸
よ
り
も
手
紡
糸
正
競
令
し
て
こ
れ
を
分
僻
L
、
機
械
勅
位
相
糸
の
た
め
に
市
場
を
肘
新
し
た
と
み
る
守
へ
き
で
あ
ろ
う
。

機
械
紡
績
が
軌
道
に
乗
っ
て
紡
績
資
本
が
確
立
す
る
の
は
二
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
政
府
の
強
力
た
殖
産
政
策
に
よ
り
、

水
力
式
ミ
ユ

I
ル
二
千
錘
工
場
が
で
き
る
の
は
十
午
代
で
あ
る
が
、
々
の
大
部
分
が
企
業
経
科
と
し
て
は
失
敗
で
あ
る
。
明
治
十
八
今

当
時
の
機
械
紡
績
所
は
二
十
一
一
ヵ
所
令
計
六
万
錘
と
た
っ
て
い
る
が
、
そ
む
設
立
事
情
干
規
模
及
び
り
ぞ
の
後
の
経
過
#
あ
げ
る
と
次
の

一
覧
表
に
を
か
。
政
府
の
殖
産
政
策
に
よ
り
、
水
刀
式
ミ
ュ

l
ル
二
千
銀
資
本
金
五
万
円
売
ら
ず
の
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
が
、
そ
の

設
立
事
情
に
は
夫
々
の
地
方
色
が
反
映
し
て
い
る
。
設
?
川
者
に
は
、
官
公
立
の
外
に
務
主
、
官
定
、
ム
し
族
、
民
間
で
は
隙
造
業
、
地
主
、

綿
関
係
問
屋
た
と
が
あ
り
、
国
J
M
銀
ノ
刊
の
関
係
者
も
少
〈
在
い
。
立
地
と
し
て
は
、
地
相
利
用
を
目
的
と
し
て
納
産
地
に
設
け
工
う
F

し
た
が
工
場
は
水
力
利
用
日
た
め
に
交
通
不
便
な
と
こ
ろ
に
多
恒
。
こ
れ
ら
の
紡
績
所
は
、
関
係
者
の
大
き
い
期
待
を
集
め
て
設
立
さ

れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
が
赤
字
を
く
り
か
え
し
て
、
十
年
代
末
か
ら
三
十
年
代
に
は
慣
れ
て
い
く
。
ぞ
の
失
敗
の
原
閃

に
は
品
恨
ん
ペ
白
も
の
↑
が
あ
る
が
、
市
場
、
生
産
技
術
、
企
業
経
首
の
三
回
か
ら
主
要
点
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

川
w市
場
関
係

。
内
需
の
傾
向
・

当
時
白
川
帆
布
業
者
に
は
、
内
棉
に
よ
る
甘
撚
太
糸
が
好
ま
れ
、
こ
れ
に
合
せ
る
と
外
綿
よ
り
も
手
紡
糸
と
競
合



職工数 1設 立 者| 設 立 後の推移

200入|龍 王 lこ]ヒ族授産，御用商払下 (11年〕

l 同. 倒 立|政府買上(5年〉 御用商払下 (11年)

木 紳 問屋|京五紡績に買人〈明治20年〉

同仁 |転必 (18年〕

県 立!尚人払下 (18年〉 渋谷氏姫路銀行

丙 .¥1.I士族払一一 (19年〉 火見 (20年〉

国 立|士族 ρ (15年〕ーJ早宮解散 (2E年〕

[地主新l問屋(叫ヨリ叩日制入(17…院 (22年)

地主，担行宥|銀行差押(18年〉

地主，塩田経科|休業 (36年〕

醸造，製糸，製茶! g<V'U足即Jにより 1 万 ~j~ (l~年〕

士族峰此 |τu在随所マ会社解散(16年〕

鈍物，枠i111業|転先 (18年〕

士 l'l.i;.，地方1'(I大和制 (2コ年)ー廃業 (32年〕

l士族，郡長 I2351人の株式非集一躍燈会社へ(31年〕

138 I帯 主|ゴ族授芭一四太も紡績ユ合併 (32年〉

288 I華扶，融行者|部一保行世れ-3万錘エ拡張 (17年〕

88 I貿易商 | 休 業 (23年〉

48 I雌 浩 司~ I転先(大正 8)

101 I地 主.J也方官|解散 (25年〉

99 地 主"株式会主 (20年) 33国立銀行関係

108 I地 主，銀行家|小野組名古屋支配人一三重紡績に合併 (31年〕

32 
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83 

101 

207 

46 

58 

102 

80 

48 

日
本
に
お
け
る
本
制
的
部
新
淵
の
一
考
察

部
八
十
八
巻

し
、
農
民
的
小
生
産
に
よ
る
手
紡
糸
主

圧
倒
す
る
程
に
廉
価
で
は
な
い
。

。
]
場
生
産
心
た
め
に
は
大
並
の
原
棉
買

付
が
必
要
で
あ
る
が
、
内
楠
山
販
売
量

は
衰
退
し
て
原
棉
入
手
が
困
難
と
在
ヲ

て
き
た

。
原
則
脚
紡
糸
共
に
価
格
変
動
が
烈
し
く
、

資
本
利
子
は
門
一
引
く
て
、
近
代
的
な
企
業

経
川
り
い
は
困
難
で
あ
り
た
己
と

要
約
|
|
当
時
の
悶
内
市
場
は
、
外
料

の
圧
迫
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
て
、
近

代
的
大
工
場
主
成
立
せ
し
め
る
だ
け
に

成
崩
し
亡
い
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

制
技
術
上
白
難
点

O
水
力
利
用
の
欠
点

水
力
利
刑
の
た

め
に
交
通
不
便
な
山
間
僻
地
に
仁
場
主

設
け
た
立
地
条
件
心
不
利
の
外
に
、
多

七
ブL

第
一
一
号

五



日
本
に
わ
杓
け
る
本
源
的
帯
積
期
D

一
考
察

第
八
十
八
巻

同一一一J
一一一一一一千

竺
引
可
川
川
引
川
川
町
川
ピ
。
川
一

表
「
引
む
引
引
む
引

l
l「ドー間一

tu一
刊
日
引
引
引
引
け
利
川
川
川
パ
パ
叫

…一jF
…一一日五日間ぷ一

汽力

汽力

汽力

F

F

F

 

J

f

f

 

汽力

ノJけJ

水力

水力

力

F

F

F

F

υ

、，
i

J

f

r

マ
ん

ス~力

" 

100，500 

ミューノレ 2，000

j¥ 

u 

第
一
二
号

ノ、

汽力

大
の
施
設
費
を
要
し
な
が
ら
水
不
足
で

運
転
で
き
ぬ
こ
と
も
あ
る
。

。
輸
入
紡
機
と
内
相
利
岡

輸
入
し
た

紡
績
機
は
長
繊
維
の
外
綿
向
の
も
の
で

あ
り
、
そ
の
紡
機
で
矩
繊
維
白
内
棉
を

処
理
し
よ
う
と
す
れ
ば
生
産
力
が
低
下

寸
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

O
熟
練
工
白
不
足

労
働
力
は
豊
富
で

あ
る
が
、
洋
式
紡
機
の
熟
練
者
こ
と
に

技
術
者
が
無
く
、
外
人
技
師
を
高
給
で

迎
え
、
見
習
職
工
制
予
一
労
働
者
を
養
成

吐
ね
ば
た
ら
左
か
っ
任
。

要
約
l

|
単
に
創
設
期
の
未
熟
練
と
い

ろ
だ
け
で
は
な
〈
て
、
政
府
白
殖
産
政

策
に
上
る
導
入
技
術
が
当
時
の
綿
業
に

不
適
当
で
あ
っ
た
。

川
円
経
皆
上
の
困
難



。
資
本
調
達
の
困
難
-

-
資
本
金
五
刀
円
の
調
達
が
当
時
白
民
間
企
業
と
し
て
は
容
易
で
な
く
、
国
家
資
金
や
銀
行
に
依
存
し
、
零

制
な
株
式
募
集
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
企
業
不
安
の
た
め
未
払
込
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

。
経
営
規
模
の
零
細
性
・
・
二
千
錘
ミ
ユ
l

ル
工
場
で
は
、
当
時
の
国
際
的
な
紡
績
工
場
に
比
し
て
あ
ま
り
に
も
零
細
で
あ
っ
て
、

固
定
施
設
費
の
比
率
が
大
き
く
、
生
産
費
が
下
ら
な
い

要
す
る
に
、
政
府
の
導
入
し
た
機
械
紡
績
所
は
、
国
際
的
な
芙
印
糸
輸
入
を
防
止
す
る
目
的
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る

が
、
英
印
糸
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
資
本
・
技
術
と
も
に
貧
弱
且
つ
未
熟
に
過
ぎ

t

し
か
も
こ
れ
さ
え
当
時
の
経
営
者
に
は
持
て
あ
ま

さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
農
家
同
業
た
る
干
紡
糸
と
競
合
す
る
内
棉
の
加
工
販
売
に
か
ぎ
る
な
ら
ば
、
二
千
鋒
ミ
『
一

1
ル
は
能
半
が
悪
く

て
ガ
ラ
紡
と
あ
ま
り
か
わ
ら
右
い
υ

か
く
て
、
十
年
代
に
は
、
当
時
の
国
内
市
場
に
ぴ
っ
た
り
し
た
ガ
ラ
紡
の
全
盛
時
代
を
迎
え
、
同

じ
く
内
綿
加
工
に
過
ぎ
在
い
機
械
紡
績
は
あ
ま
り
成
果
が
あ
が

b
た
い
。

機
械
紡
績
所
の
う
ち
で
も
異
例
の
成
功
と
い
わ
れ
る
も
の
に
鹿
島
紡
績
と
大
阪
紡
績
が
あ
る
。
鹿
島
紡
績
は
明
治
五
年
、
東
京
の
綿

問
屋
鹿
島
万
平
の
創
め
た
も
白
で
あ
り
、
二
十
年
東
京
紡
績
に
買
収
さ
れ
る
ま
で
、
年
々
着
実
在
利
益
を
あ
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ

の
規
模
は
水
刀
月
ロ
ヅ
ス
ル
五
百
錘
、
職
工
三
十
二
名
(
女
子
二
十
四
名
〉
と
い
う
零
細
な
も
白
で
あ
り
、
経
営
者
鹿
島
氏
独
特
の
創

意
工
夫
と
経
営
管
理
心
苦
心
に
支
え
ら
れ

τき
た
も
の
で
あ
っ
て
、
誰
で
も
向
(
似
匂
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
も
二
十
年
に
た
る
と
、

工
場
の
前
途
を
見
越
し
て
売
払
ヲ
て
い
る
。

明
治
十
六
年
創
業
の
大
阪
紡
績
は
、
第
一
国
立
銀
行
頭
取
渋
沢
栄
一
の
き
も
入
れ
で
資
本
金
二
十
五
刀
円
、
ミ
ユ

l
ル
一
カ
五
百
錘
、

マ

y
チ
ェ
ス
タ
ー
そ
の
ま
ま
の
技
術
と
規
模
を
導
入
し
て
開
始
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
政
府
白
殖
産
紡
績
と
は
全
く
異
な

る
も
の
で
あ
っ
た
ロ
こ
白
大
阪
紡
績
は
他
の
機
械
紡
績
白
苦
境
を
見
目
に
着
々
と
成
功
を
お
さ
め
、

一
割
配
当
、
そ
し
て
増
資
、
ド
ム
場

日
木
に
お
け
る
木
抑
制
的
事
靖
則
の
一
考
察

第
八
十

λ
巻

八

第
ニ
U

巧

七;



日
本
に
付
け
る
本
限
的
J4

川
砧
川
の
一
考
察

第
八

l
八
巻

l'、

活
-
一
日

i¥. 

肱
大
へ
と
進
む
。
こ
り
大
阪
紡
績
の
成
功
を
み

τ、
二
十
年
過
ぎ
か
ら
平
野
紡
、
尾
張
紡
、
鐘
紡
、
倉
紡
、
尼
紡
な
ど
大
地
主
、
豪
商

の
参
加
し
た
大
紡
績
会
社
が
族
出
し

τ綿
糸
紡
績
界
の
産
業
革
命
が
進
展
す
る
。

大
阪
紡
績
の
成
功
が
、
従
来
白
紡
績
所
と
は
隔
絶
し
た
大
資
本
に
よ
る
直
輸
入
技
術
の
有
利
さ
に
よ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
こ

れ
で
も
っ
て
直
ち
に
外
綿
と
競
午
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
当
時
の
同
内
市
場
の
動
向
に
合
せ
て
、
洋
糸
の
圧
迫
を
さ
げ
な
が

ら
、
ガ
ラ
紡
や
手
紡
糸
を
駆
逐
す
る
こ
と
に
よ
り
企
業
経
常
の
基
礎
主
固
め
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
民
的
な
手
紡
手
織
か
ら

三
二
経
内
へ
と
移
っ
た
十
年
代
。
機
業
家
の
ぽ
糸
一
市
要
は
、
し
だ
い
に
中
糾
寄
手
へ
と
進
み
つ
つ
あ
り
、
詳
糸
は
良
質
低
様
で
あ
る

が
染
付
が
悪
い
。
ガ
ラ
紡
や
手
紡
糸
は
、
染
付
は
良
い
が
、
価
格
が
出
川
く
、
均
一
な
中
制
番
手
の
噌
好
に
も
向
か
な
い
。
大
阪
紡
績
は
、

内
棉
を
使
用
し
て
良
質
低
廉
で
染
付
も
良
い
機
械
糸
と
い
、
つ
の
で
歓
迎
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
従
来
の
紡
績
所
も
同
様
白

わ
け
だ
が
、
製
品
が
思
い
だ
け
で
左
く
て
生
旅
費
が
は
川
〈
つ
〈
た
め
に
競
?
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
そ
れ
に
し
て
も
、
十
八
、
九

年
頃
に
は
機
械
紡
績
の
内
約
百
哀
が
増
加
し
て
、

一一一一段へ、

U
F機
械
糸
ヲ
用
プ
ル
コ
ト
多
川
」
と
述
へ
て
い
る
如
く
、
農
家
訓
業
的
た
手
紡
糸
生
産
は
、
版
刷
高
と
製
品
交
の
両
聞
か

「
原
綿
ノ
値
i
手
引
糸
ノ
相
場
ト
殆
ン
ド
均
シ
キ
勢
ナ
レ
ハ
、
其
業
(
手
紡
業
)
大

ら
し
め
あ
げ
ら
れ
て
潰
滅
し
て
い
く
。
大
阪
府
西
成
引
の
一
例
主
あ
げ
る
と
、

従
来
各
村
一
一
於
テ
、
婦
た
子
ノ
余
業
ト
セ
ル
糸
紡
キ

ハ
、
近
来
各
所
紡
績
会
村
ノ
起
ル
ニ
従
ヒ
、
其
賃
銭
大
-
一
下
落
シ
、
従
来
ハ
百
日
ノ
糸
ヲ
紡
ケ
パ
、
八
銭
ヲ
得
タ
ル
毛
今
八
共
三
分
之

ニ
モ
足
-
フ
サ
ル
程
一
一
ナ
リ
シ
カ
パ
、
漸
次
類
廃
セ
リ
」
と
い
う
。
か
く
て
、
農
家
婦
女
の
余
業
た
る
千
紡
糸
は
、
二
十
午
J

初
頭
に
は

全
一
凶
的
に
崩
壊
し
、
紡
績
会
社
に
近
い
大
阪
近
郊
な
ど
で
は
、
そ
の
農
家
婦
女
が
紡
績
女
ユ
に
段
収
さ
れ

τ
い
る
場
合
も
少
く
な
い
。

だ
が
、
こ
白
二
十
一
、
一
一
年
頃
は
洋
糸
輸
入
市
川
も
最
山
頂
に
達
し
た
時
で
あ
る
こ
と
に
注
日
し
た
い
。
園
内
心
綿
糸
生
産
高
が
輸
入
尚

を
こ
え
る
の
は
二
十
四
年
で
あ
り
、
輸
出
高
が
輸
入
刊
を
こ
え
る
の
は
三
十
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
国
内
心
機
械
紡
績
が
、
輸
入



綿
糸
と
明
瞭
に
競
合
す
る
の
は
と
の
時
代
か

b
で
あ
ろ
う
。
二
十
年
初
頭
主
で
は
在
来
紡
帝
の
出
拓
し
て
き
た
市
場
を
食
っ
て
大
き
く

な
っ
て
き
た
と
い
え
工
う
。

要
す
る
に
、
大
阪
紡
績
の
成
功
を
契
機
と
し
て
、
大
地
主
、
大
商
人
の
紡
績
投
資
が
活
発
と
な
り
、
株
式
会
社
組
織
に
よ
る
産
業
資

木
へ
の
転
化
も
進
行
す
る
。
大
阪
紡
績
の
資
本
も
、
国
立
銀
行
を
通
じ
て
、
華
族
の
秩
禄
公
慣
を
資
本
化
し
た
上
か
ら
の
一
資
本
形
成
で
は

あ
る
が
、
そ
の
資
本
日
系
譜
よ
hf
も
産
業
資
本
と
し
て
成
功
し
え
た
事
実
そ
の
も
の
が
重
要
で
あ
る
。
大
阪
紡
績
の
成
功
は
、
先
駆
的

友
紡
績
所
の
失
敗
に
か
ん
が
み
た
技
術
的
進
歩
に
も
よ
る
が
、

一
層
根
本
的
な
ど
と
は
、
ガ
ラ
紡
や
先
駆
的
機
械
紡
績
に
よ
る
手
紡
生

産
の
分
解
と
織
布
マ
ユ
ュ
の
発
展
に
よ
る
紡
絹
糸
市
場
の
進
展
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
培
設
土
日
上
に
近
代
的
大
工
場
が
仕
じ
め

て
結
実
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
但
し
、
そ
の
開
拓
さ
れ
た
問
内
市
場
の
み
で
国
際
的
規
模
の
大
紡
績
資
本
が
い
く
つ
も
生
き
る
に
は
、

国
内
市
場
は
あ
ま
り
に
も
狭
小
で
あ
り
、
創
設
当
初
か
ら
販
路
と
熟
練
J

D
烈
し
い
争
奪
戦
を
く
り
か
え
し
、
二
十
三
年
K
は
早
く
も

第
一
次
操
短
を
始
め
ね
ば
な

b
↓
な
か
っ
た

3

そ
し
亡
、
そ
の
第
一
次
操
短
を
契
機
と
し
て
月
b
織
布
大
工
場
を
兼
常
し
て
国
内
市
場
白

開
拓
主
計
る
と
と
も
に
、
や
が
て
外
棉
輸
入
、
綿
糸
輸
出
に
よ
る
外
国
市
場
を
中
心
と
し
た
加
工
貿
易
に
も
転
じ

τ
Hく。

四

結

ひミ

)
 

1
 

{
 

以
上
、
本
源
的
蓄
積
期
た
る
明
治
前
期
の
歴
史
的
意
義
を
綿
業
に
お
け
る
産
業
資
本
の
形
成
と
い
う
点
の
み
か
ら
考
察
し
て
み
た
。

幕
藩
体
制
下
に
自
生
し
た
米
熟
な
初
期
資
本
が
、
明
治
初
年
の
変
革
期
に
、
本
栴
的
な
マ
ニ
よ
R
木
へ
と
成
熟
し
た
こ
と
。

(2) 

マ
ユ
ュ
資
本
は
、
外
綿
の
F
L
迫
を
い
恒
荷
し
て
農
民
的
小
生
産
主
分
解
し
、
園
内
市
場
主
開
拓
し
た
こ
と
。

。)

マ
一
一
ュ
段
階
の
国
内
市
場
を
無
視
し
た
洋
式
技
術
の
殖
産

1
場
は
そ
の
ま
ま
で
は
捨
旧
民
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。

日
木
に
お
け
る
本
源
的
蓄
積
畑
の
一
考
察

第
八
十
八
巻

ノ¥

第

号

九



日
本
に
お
け
る
本
源
的
措
積
期
の
一
考
案

第
八
十
八
巻

ノL
四

第
三
号

図。

(的

国
際
的
規
棋
を
目
標
と
し
て
上
か
ら
の
資
本
で
作
ら
れ
十
大
紡
績
資
本
も
、
は
じ
め
は
マ
ニ
み
資
本
の
開
拓
し
た
国
内
市
場
校

吸
収
し
て
企
業
経
営
の
基
礎
を
固
め
た
こ
と

G

(5) 

一
つ
一
心
大
紡
績
資
本
の
成
功
を
契
機
と
し
て
、
巨
大
な
前
期
的
資
本
が
株
式
投
資
を
通
じ
て
産
業
資
本
に
転
化
す
る
が
、
同
内

市
場
は
直
ち
に
狭
臨
と
な
り
、
外
国
市
場
へ
と
向
っ
て
い
〈
こ
止
。

要
す
る
に
、
産
業
資
本
の
形
成
か
ら
み
十
明
治
前
期
の
歴
史
的
意
義
は
、
維
新
時
に
も
な
沿
未
熟
で
あ
っ
た
円
生
資
本
が
本
格
的
た

マ
ニ
ュ
資
本
へ
と
純
化
さ
れ
、
そ
れ
自
体
が
上
昇
し
て
大
工
場
資
本
に
な
づ
た
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
大
工
場
資
本
成
す
の
社
会
経

済
的
基
盤
と
な
ヲ
た
こ
と
で
あ
る
。
マ
ニ
ュ
資
本
が
そ
の
ま
ま
に
大
丁
一
場
資
本
へ
と
成
長
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
日
本
資
本
主
義
の
斡

質
を
求
め
る
己
l
t
が
正
し
い
と
し
て
も
、
ぞ
の
前
提
L
し
し
て
の
マ
ニ
ュ
段
階
そ
の
も
の
の
照
史
的
意
義
は
市
当
に
評
価
し
た
け
れ
ば
た

b
ぬ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
明
治
維
新
は
、
幕
藩
体
制
白
解
体
で
あ
る
と
と
も
に
こ
う
し
た
意
味
で
日
本
資
本
主
義
の
出
発
点
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
、
っ
。
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」
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九
州
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「
播
州
木
綿
」
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光
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「
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来
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」
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野
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と
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的
日
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中
小
工
業
の
発
達
第
一
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物
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の
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